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であり、このうちでトルコ語の部分はrirkinsadpit baya i1tabirJ (18】と復元できる。また例えば
スタインの収集品のなかの『大品種Jl(19)の題記中にある麹乾固の称号は、 「使持節・大将軍・大都
督瓜州諸軍事・瓜州刺史・西平郡開園公・希近・時多浮・践弥、誼・伊離地・都蓮悌・施豆・阿披・摩
亥・希利護・高目玉」であり、このうちトルコ語の部分はrirkinsadpit bolmis ildi? turdi? tar-



























































(2 ) 乙の問題に関しては、先駆的な研究である陳垣「火献教入中国考J (Ii'陳垣学術論文集』第
一集、北京 中華書局、一九八O年、所収)、羽田亨「天と献と制連とJ (Ii'羽田博士史学論
文集』下巻〈言語・宗教篇〉、京都東洋史研究会、一九五八年、所収)、参照。
( 3) 昭武九姓については、さしあたり古典的だが、白鳥庫吉「粟特国考J (Ii'白鳥庫吉全集』第
七巻〈西域史研究・下〉、東京岩波書盾、一九七一年、所収)、参照。またソグド人に関す
る諸研究は、岡本孝「ソグド王統致ーオ=イ=スミルノア説批判を中心として一J (Ii'東洋学
報』第六五巻第三・四号、一九八四年)の註 (4)、 (5 )、参照。
(4 ) この問題に関する包括的な理解は、羽田明「ソグド人の東方活動J (同氏『中央アジア史研
句。
究』京都 臨川書底、一九八二年、所収)、護雅夫『古代遊牧帝国.!I (東京 中央公論社・中
公新書437、一九七六年)などによって得る乙とができょう。





( 6) (写) Ir中国文物』一二二 (録) Ir識語集録』、八五頁七五。著者の釈読は『識語集録』
のそれと一部異なるが、ここでは『識語集録』に従う。





諭稿J (Ir歴史研究』一九八六年第三期〉、 「也論高昌“俗事天神..J (Ir歴史研究』一九八
八年第三期))のように、 「天神jもゾロアスター教と結び付けて考えるべきであろう。




( 9 ) その根拠は「丞圭二(五五0)年十二月世日記部班示局知杷人名及諦罰事J (73TAM504:32/ 

































(19) BL OR8212-660(M405)ーToy.042 (a) (写)D.C.，以XIV (録)ibid.，p. 177 r識語集録』、
一五二頁。 著者は経典名を『大般若軽』とするが、題記の冒頭に「大品種巻第十八」と明記
されており、マスベロや『識語集録』に、釈読ともども従った。
(20) 具体的には、 「童昌年次未詳日塞盤等俸供食帳J (69T醐33:1/2 (a) ， 1/7 (a) ， 1/10 (a) ， 1/6 (a) 
1/3 (a) (録) r文書.0I、二八三頁)や、 「直量年次未詳三盤圃等惇供食帳J(6 OTAM3 07 : 5/
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